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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　固定針ガイドと、
　前記固定針ガイドに対向配置され、前記固定針ガイドとの間で穿刺針を挟持可能な移動
針ガイドと、
　前記固定針ガイドおよび前記移動針ガイドを貫通する位置に設けられるシャフトと、
　前記シャフトに略平行の軸を有するネジを含み、前記固定針ガイドおよび前記移動針ガ
イドを締結するネジ機構を設け、前記ネジを回動させることで前記移動針ガイドを前記シ
ャフトに沿ってスライド移動させることにより、前記穿刺針の太さに合わせて前記固定針
ガイドと前記移動針ガイドとの間隔を調整する針太さ調整機構と、
　前記固定針ガイドと前記移動針ガイドとの間隔の増加を抑止する一方、前記抑止を解除
して前記ネジを前記シャフトに沿ってスライド移動させることで前記移動針ガイドを前記
シャフトに沿ってスライド移動させることにより、前記固定針ガイドと前記移動針ガイド
との間隔を開いて前記穿刺針をリリースさせる針リリース機構と、
を有することを特徴とする穿刺アダプタ。
【請求項２】
　前記針リリース機構は、前記固定針ガイドと前記移動針ガイドとの間隔の増加を抑止す
るスライドストッパを備え、前記スライドストッパのストッパ機能を解除して前記移動針
ガイドを前記シャフトに沿ってスライド移動させるように構成した、
ことを特徴とする請求項１記載の穿刺アダプタ。
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【請求項３】
　前記針太さ調整機構の前記ネジ機構は、前記ネジとナットとを有する一方、
　前記針リリース機構は、前記固定針ガイドと前記移動針ガイドとの間隔の増加を抑止す
るスライドストッパを備え、前記スライドストッパのストッパ機能を解除して前記ナット
に対して前記移動針ガイドを前記シャフトに沿ってスライド移動させるように構成した、
ことを特徴とする請求項１記載の穿刺アダプタ。
【請求項４】
　前記針太さ調整機構は、前記シャフトに沿って伸長するバネ機構を備える一方、
　前記針リリース機構は、
　前記移動針ガイドに力を加えて前記シャフトに沿ってスライド移動させる針リリースボ
タンと、
　前記針リリースボタン、前記移動針ガイドを任意の位置に固定することにより前記固定
針ガイドと前記移動針ガイドとの間隔を固定する針ガイド固定機構とを備える、
ことを特徴とする請求項１記載の穿刺アダプタ。
【請求項５】
　前記シャフトに沿って加圧され、伸長作用によって前記ネジをそのネジ頭側に加圧する
リバースバネをさらに設けたことを特徴とする請求項１ないし３のいずれか１項に記載の
穿刺アダプタ。
【請求項６】
　前記シャフトに沿って磁力を形成し、前記ネジをそのネジ頭側に加圧する永久磁石をさ
らに設けたことを特徴とする請求項１ないし３のいずれか１項に記載の穿刺アダプタ。
【請求項７】
　前記ネジ機構に力を負荷してバックラッシュの影響を抑制するバックラッシュ抑制機構
をさらに設けたことを特徴とする請求項１ないし３のいずれか１項に記載の穿刺アダプタ
。
【請求項８】
　被検体に超音波を送受する超音波プローブ本体と、
　前記超音波プローブ本体に穿刺針を取り付けるための穿刺アダプタとを備え、
　前記穿刺アダプタは、
　固定針ガイドと、
　前記固定針ガイドに対向配置され、前記固定針ガイドとの間で前記穿刺針を挟持可能な
移動針ガイドと、
　前記固定針ガイドおよび前記移動針ガイドを貫通する位置に設けられるシャフトと、
　前記シャフトに略平行の軸を有するネジを含み、前記固定針ガイドおよび前記移動針ガ
イドを締結するネジ機構を設け、前記ネジを用いて前記移動針ガイドを前記シャフトに沿
ってスライド移動させて前記穿刺針を挟持およびリリースさせる針ガイド移動機構と、
を有することを特徴とする超音波プローブ。
【請求項９】
　被検体に超音波を送受する超音波プローブ本体と、
　前記超音波プローブ本体に穿刺針を取り付けるための穿刺アダプタとを備え、
　前記穿刺アダプタは、
　固定針ガイドと、
　前記固定針ガイドに対向配置され、前記固定針ガイドとの間で前記穿刺針を挟持可能な
移動針ガイドと、
　前記固定針ガイドおよび前記移動針ガイドを貫通する位置に設けられるシャフトと、
　前記シャフトに略平行の軸を有するネジを含み、前記固定針ガイドおよび前記移動針ガ
イドを締結するネジ機構を設け、前記ネジを回動させることで前記移動針ガイドを前記シ
ャフトに沿ってスライド移動させることにより、前記穿刺針の太さに合わせて前記固定針
ガイドと前記移動針ガイドとの間隔を調整する針太さ調整機構と、
　前記固定針ガイドと前記移動針ガイドとの間隔の増加を抑止する一方、前記抑止を解除
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して前記ネジを前記シャフトに沿ってスライド移動させることで前記移動針ガイドを前記
シャフトに沿ってスライド移動させることにより、前記固定針ガイドと前記移動針ガイド
との間隔を開いて前記穿刺針をリリースさせる針リリース機構と、
を有することを特徴とする超音波プローブ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波画像下で行われる穿刺手技において用いられる穿刺針を保持すること
が可能な穿刺アダプタおよび超音波プローブに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、画像診断装置の１つとして、超音波診断装置がある。超音波診断装置は、超音波
プローブに内蔵された圧電振動子から発生する超音波パルスを被検体内に放射し、被検体
組織の音響インピーダンスの差異によって生ずる超音波反射波を前記圧電振動子によって
受信して超音波画像としてモニタ上に表示するものである。
【０００３】
　この超音波診断装置を用いた治療法の１つとして穿刺手技が知られている（例えば特許
文献１参照）。穿刺手技は、超音波診断装置を用いて超音波画像下で穿刺針を腫瘍等の穿
刺目標にむけて進行させ、組織採取や組織焼灼等の治療を行う治療法である。穿刺手技に
おいて、穿刺針は穿刺アダプタを介して超音波プローブに固定される。また、穿刺アダプ
タは超音波プローブに対して着脱可能とされる。
【０００４】
　図３７は従来の穿刺アダプタを用いて穿刺針を超音波プローブに固定した状態を示す正
面図であり、図３８は、図３７に示す従来の穿刺アダプタの側面図である。
【０００５】
　従来の穿刺アダプタ１は、針リリースレバー２、針太さ調整ネジ３、移動針ガイド４、
固定針ガイド５、プローブ固定バンド６から構成されている。穿刺アダプタ１は、プロー
ブ固定バンド６により超音波プローブ７に固定される。さらに、穿刺針８が移動針ガイド
４および固定針ガイド５に挟持される。このとき、穿刺針８の太さに応じて移動針ガイド
４および固定針ガイド５間のスペースが針太さ調整ネジ３により調整される。また、針リ
リースレバー支点９を支点として針リリースレバー２を回転移動させると穿刺針８を穿刺
アダプタ１から取り外すことができる。
【０００６】
　図３９は図３７に示す従来の穿刺アダプタ１における針太さ調整機構を簡略化して示し
た断面図である。
【０００７】
　図３９に示すように、移動針ガイド４には、穿刺針８を保持するための凹みが設けられ
る。また、移動針ガイド４に対向して固定針ガイド５が設けられる。移動針ガイド４は、
針太さ調整ネジ３を回転させることにより、固定針ガイド５側に向かって、あるいは固定
針ガイド５側から離れる方向に平行移動させることができる。
【０００８】
　そして、移動針ガイド４と固定針ガイド５との間に穿刺針８が配置され、針太さ調整ネ
ジ３により穿刺針８の太さに合わせて移動針ガイド４と固定針ガイド５との間のスペース
が調整される。すなわち、従来の穿刺アダプタ１における針太さ調整機構は、ネジ機構に
より移動針ガイド４を平行移動させ、穿刺針８の太さに合わせて移動針ガイド４と固定針
ガイド５の間隔を調整する構造である。
【０００９】
　図４０は図３７に示す従来の穿刺アダプタ１における針リリース機構を簡略化して示し
た断面図である。
【００１０】
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　図４０に示すように穿刺針８を穿刺アダプタ１から取り外す場合には、針リリースレバ
ー支点９を中心に針リリースレバー２を回転運動させる。そうすると、針リリースレバー
２と針太さ調整ネジ３を介して一体化された移動針ガイド４も針リリースレバー２ととも
に針リリースレバー支点９を中心に回転することとなる。これにより、移動針ガイド４と
固定針ガイド５の間隔が広くなり、穿刺針８を穿刺アダプタ１から離脱することができる
。つまり、従来の穿刺アダプタ１における針リリース機構は、移動針ガイド４を回転運動
させて穿刺針８を穿刺アダプタ１から離脱する構造である。
【特許文献１】特開平１０－２４８８４９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　しかしながら、穿刺針８を超音波プローブ７に固定するために従来の穿刺アダプタ１を
用いる場合には、穿刺針８の保持位置が針リリースレバー支点９に近くなる程、移動針ガ
イド４をより大きく回動させないと穿刺針８を穿刺アダプタ１からリリースすることがで
きない。従って、穿刺針８の保持位置が針リリースレバー支点９に近い場合には、針リリ
ースレバー２の操作角が大きくなる。このため、移動針ガイド４の駆動範囲を含めた穿刺
アダプタ１の外形が大きくなって、超音波プローブ７の操作が阻害される恐れがあるとい
う問題がある。
【００１２】
　本発明はかかる従来の事情に対処するためになされたものであり、穿刺針の着脱機能を
損なうことなく構成要素の駆動範囲を含めた外形を小形化することが可能な穿刺アダプタ
および超音波プローブを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　本発明に係る穿刺アダプタは、上述の目的を達成するために、固定針ガイドと、前記固
定針ガイドに対向配置され、前記固定針ガイドとの間で穿刺針を挟持可能な移動針ガイド
と、前記固定針ガイドおよび前記移動針ガイドを貫通する位置に設けられるシャフトと、
前記シャフトに略平行の軸を有するネジを含み、前記固定針ガイドおよび前記移動針ガイ
ドを締結するネジ機構を設け、前記ネジを回動させることで前記移動針ガイドを前記シャ
フトに沿ってスライド移動させることにより、前記穿刺針の太さに合わせて前記固定針ガ
イドと前記移動針ガイドとの間隔を調整する針太さ調整機構と、前記固定針ガイドと前記
移動針ガイドとの間隔の増加を抑止する一方、前記抑止を解除して前記ネジを前記シャフ
トに沿ってスライド移動させることで前記移動針ガイドを前記シャフトに沿ってスライド
移動させることにより、前記固定針ガイドと前記移動針ガイドとの間隔を開いて前記穿刺
針をリリースさせる針リリース機構と、を有することを特徴とするものである。
【００１５】
　本発明に係る超音波プローブは、上述の目的を達成するために、被検体に超音波を送受
する超音波プローブ本体と、前記超音波プローブ本体に穿刺針を取り付けるための穿刺ア
ダプタとを備え、前記穿刺アダプタは、固定針ガイドと、前記固定針ガイドに対向配置さ
れ、前記固定針ガイドとの間で前記穿刺針を挟持可能な移動針ガイドと、前記固定針ガイ
ドおよび前記移動針ガイドを貫通する位置に設けられるシャフトと、前記シャフトに略平
行の軸を有するネジを含み、前記固定針ガイドおよび前記移動針ガイドを締結するネジ機
構を設け、前記ネジを用いて前記移動針ガイドを前記シャフトに沿ってスライド移動させ
て前記穿刺針を挟持およびリリースさせる針ガイド移動機構と、を有することを特徴とす
るものである。
【００１６】
　また、本発明に係る超音波プローブは、上述の目的を達成するために、被検体に超音波
を送受する超音波プローブ本体と、前記超音波プローブ本体に穿刺針を取り付けるための
穿刺アダプタとを備え、前記穿刺アダプタは、固定針ガイドと、前記固定針ガイドに対向
配置され、前記固定針ガイドとの間で前記穿刺針を挟持可能な移動針ガイドと、前記固定
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針ガイドおよび前記移動針ガイドを貫通する位置に設けられるシャフトと、前記シャフト
に略平行の軸を有するネジを含み、前記固定針ガイドおよび前記移動針ガイドを締結する
ネジ機構を設け、前記ネジを回動させることで前記移動針ガイドを前記シャフトに沿って
スライド移動させることにより、前記穿刺針の太さに合わせて前記固定針ガイドと前記移
動針ガイドとの間隔を調整する針太さ調整機構と、前記固定針ガイドと前記移動針ガイド
との間隔の増加を抑止する一方、前記抑止を解除して前記ネジを前記シャフトに沿ってス
ライド移動させることで前記移動針ガイドを前記シャフトに沿ってスライド移動させるこ
とにより、前記固定針ガイドと前記移動針ガイドとの間隔を開いて前記穿刺針をリリース
させる針リリース機構と、を有することを特徴とするものである。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明に係る穿刺アダプタおよび超音波プローブにおいては、穿刺針の着脱機能を損な
うことなく構成要素の駆動範囲を含めた外形を小形化することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　本発明に係る穿刺アダプタおよび超音波プローブの実施の形態について添付図面を参照
して説明する。
【００１９】
　図１は本発明に係る穿刺アダプタの第１の実施形態を示す断面構成図、図２は図１に示
す穿刺アダプタ１０をＡ方向から見た図、図３は図１に示す穿刺アダプタ１０の右側面図
である。
【００２０】
　穿刺アダプタ１０は、フレーム１１にプローブ固定バンド１２、移動針ガイド１３、固
定針ガイド１４を設けて構成される。
【００２１】
　プローブ固定バンド１２は、超音波プローブ本体１５の所要の位置に穿刺アダプタ１０
を固定する機能を有する。例えば、プローブ固定バンド１２は枠状部分１２ａを備え、枠
内に超音波プローブ本体１５を勘合させることにより超音波プローブ本体１５に穿刺アダ
プタ１０を固定できるような構造とされる。
【００２２】
　固定針ガイド１４はフレーム１１に固定される。また、固定針ガイド１４は例えばコ字
状に形成され、固定針ガイド１４の内側において移動針ガイド１３が固定針ガイド１４の
フレーム１１側の内面に対向して配置される。
【００２３】
　ここで、穿刺アダプタ１０には、移動針ガイド１３を固定針ガイド１４側に平行に移動
させる針ガイド移動機構が備えられる。さらに、この針ガイド移動機構は、用途に応じて
２つの機構により構成することができる。すなわち、針ガイド移動機構は、穿刺針１７の
太さに合わせて移動針ガイド１３と固定針ガイド１４との間隔を微調整する針太さ調整機
構と、穿刺針１７を移動針ガイド１３および固定針ガイド１４から離脱（リリース）する
ために移動針ガイド１３および固定針ガイド１４の間隔を自由に開くための針リリース機
構とで構成することができる。
【００２４】
　このうち針太さ調整機構は、例えばネジ機構を用いて構成することができる。一例とし
て、ボルト状の雄ネジである針太さ調整ネジ１６がフレーム１１、固定針ガイド１４およ
び移動針ガイド１３を貫通して設けられる。針太さ調整ネジ１６は、フレーム１１および
固定針ガイド１４に対してはネジにより結合されないが、移動針ガイド１３には雌ネジが
形成されて針太さ調整ネジ１６と移動針ガイド１３とがネジにより結合される。また、フ
レーム１１に対して固定針ガイド１４と逆側が針太さ調整ネジ１６の頭１６ａとなるよう
な向きに針太さ調整ネジ１６が配置される。そうすると、固定針ガイド１４はフレーム１
１に固定されているため、針太さ調整ネジ１６を回転させるとネジ機構により、移動針ガ
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イド１３は固定針ガイド１４側に平行に移動せしめられる。
【００２５】
　そして、針太さ調整ネジ１６を回転させて移動針ガイド１３と固定針ガイド１４の間隔
を、穿刺針１７の太さに合わせて調整することにより、移動針ガイド１３および固定針ガ
イド１４により穿刺針１７を挟持することができる。
【００２６】
　図４は図１に示す穿刺アダプタ１０における移動針ガイド１３の一例を示す斜視図、図
５は図４に示す移動針ガイド１３の正面図、図６は図５に示す移動針ガイド１３のＢ－Ｂ
断面図、図７は図５に示す移動針ガイド１３の上面図、図８は図５に示す移動針ガイド１
３をＣ方向から見た図である。
【００２７】
　また、図９は図１に示す穿刺アダプタ１０における固定針ガイド１４の斜視図、図１０
は図９に示す固定針ガイド１４の正面図、図１１は図１０に示す固定針ガイド１４の上面
図、図１２は図１０に示す固定針ガイド１４のＤ－Ｄ断面図である。
【００２８】
　図４、図５、図６、図７、図８に示すように移動針ガイド１３は、穿刺針１７を挟持す
るための厚板状の部分（厚板状部１３ａ）と、針太さ調整ネジ１６を挿入するための貫通
穴１３ｂを設けた板状の部分（板状部１３ｃ）とを備えて構成することができる。同様に
図９、図１０、図１１、図１２に示すように固定針ガイド１４も穿刺針１７を挟持するた
めの厚板状の部分（厚板状部１４ａ）と、針太さ調整ネジ１６を挿入するための貫通穴１
４ｂを設けた板状の部分（板状部１４ｃ）とを備えて構成することができる。
【００２９】
　さらに、移動針ガイド１３の厚板状部１３ａには複数の溝１３ｄが交差して設けられる
。また、固定針ガイド１４の厚板状部１４ａには移動針ガイド１３の厚板状部１３ａに設
けられた溝１３ｄに噛み合うように複数の凸状部分１４ｄが設けられる。このため、移動
針ガイド１３の厚板状部１３ａを固定針ガイド１４の厚板状部１４ａに向けて移動させて
穿刺針１７を挟持した場合に、移動針ガイド１３の溝１３ｄと固定針ガイド１４の凸状部
分１４ｄが噛み合い、移動針ガイド１３と固定針ガイド１４の接触面方向への穿刺針１７
のスライドが抑制される。
【００３０】
　一方、針リリース機構の一例として、穿刺アダプタ１０には、針太さ調整ネジ１６のそ
の長手方向へのスライドを抑制するストッパ機構が設けられる。例えば、針リリース機構
は、針太さ調整ネジ１６の根元を段付きの軸状に形成するとともに調整ネジスライドスト
ッパ１８を設けて構成することができる。すなわち、調整ネジスライドストッパ１８は例
えば針太さ調整ネジ１６の細い側の軸よりも広く、針太さ調整ネジ１６の根元側の太い側
の軸よりも狭い穴または凹みを有する板状部分と、フレーム１１と固定針ガイド１４との
間に挟まって調整ネジスライドストッパ１８を固定する厚板状の部分とを備えて構成する
ことができる。
【００３１】
　そして、調整ネジスライドストッパ１８は、穴または凹みを有する板状部分が移動針ガ
イド１３と固定針ガイド１４との間に、厚板状の部分がフレーム１１と固定針ガイド１４
との間となるように配置される。さらに、調整ネジスライドストッパ１８の穴または凹み
内に針太さ調整ネジ１６の細い側が挿入される。
【００３２】
　そうすると、調整ネジスライドストッパ１８の厚板部分は、フレーム１１と固定針ガイ
ド１４との間に固定される。そして、調整ネジスライドストッパ１８と針太さ調整ネジ１
６の段付面が接触し、針太さ調整ネジ１６を回転させて移動針ガイド１３と固定針ガイド
１４とを互いに接近させようとする場合であっても、針太さ調整ネジ１６が移動針ガイド
１３側にスライド動作せずに、回転方向にのみ動作可能な構造とすることができる。
【００３３】
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　図１３は図１に示す穿刺アダプタ１０における調整ネジスライドストッパ１８の一例を
示す斜視図、図１４は図１３に示す調整ネジスライドストッパ１８の正面図、図１５は図
１４に示す調整ネジスライドストッパ１８の左側面図、図１６は図１４に示す調整ネジス
ライドストッパ１８の下面図である。
【００３４】
　図１３、図１４、図１５、図１６に示すように調整ネジスライドストッパ１８は、例え
ば針太さ調整ネジ１６を挿入するためのワッシャ状の板状部分１８ａ、フレーム１１と固
定針ガイド１４との間に挟まる厚板状の部分（厚板状部１８ｂ）およびレバー１８ｃとを
設けて構成することができる。
【００３５】
　穿刺針１７を穿刺アダプタ１０から離脱する際には、調整ネジスライドストッパ１８の
レバー１８ｃを引き上げることで調整ネジスライドストッパ１８が針太さ調整ネジ１６の
軸方向を中心として回転せしめられる。そうすると、調整ネジスライドストッパ１８の厚
板状部１８ｂがフレーム１１と固定針ガイド１４との間から外れる。これにより、調整ネ
ジスライドストッパ１８のストッパ機能が解除され、針太さ調整ネジ１６の長手方向への
スライド動作が可能となる。そして、針太さ調整ネジ１６の頭１６ａを移動針ガイド１３
側に押すと針太さ調整ネジ１６とともに針太さ調整ネジ１６に結合された移動針ガイド１
３が一体となって針太さ調整ネジ１６の長手方向へスライド式に平行移動する。この結果
、移動針ガイド１３と固定針ガイド１４の間隔が大きく開き、穿刺針１７を穿刺アダプタ
１０から離脱することが可能となる。
【００３６】
　さらに必要に応じて穿刺アダプタ１０には、針太さ調整ネジ１６のバックラッシュの影
響を抑制するバックラッシュ抑制機構と、針太さ調整ネジ１６の回転に伴って移動針ガイ
ド１３や固定針ガイド１４等の構成要素が無用に回転しないように各構成要素の針太さ調
整ネジ１６の回転方向への移動を抑制する回転抑制機構とが設けられる。
【００３７】
　バックラッシュ抑制機構は、例えばバネ１９およびバネケース２０で構成することがで
きる。バネケース２０は、両端が開口の筒状に形成され移動針ガイド１３と固定針ガイド
１４との間に針太さ調整ネジ１６の長手方向を軸方向として設けられる。そして、バネケ
ース２０内には、バネケース２０の軸方向を伸縮方向としてバネ１９が収納される。また
、バネケース２０の移動針ガイド１３側は、バネ１９の外形よりも大きい口径で開口され
る一方、バネケース２０の固定針ガイド１４側は、バネ１９の外形よりも小さく、かつ針
太さ調整ネジ１６の太さよりも大きい口径で開口される。そして、針太さ調整ネジ１６は
、バネケース２０およびバネ１９の内部を通って移動針ガイド１３とネジ結合される。
【００３８】
　そうすると、バネ１９の伸長力によってバネ１９の一端はバネケース２０を調整ネジス
ライドストッパ１８側に押し付ける一方、バネ１９の他端は移動針ガイド１３を固定針ガ
イド１４から引き離す方向に押し付けることとなる。これにより、針太さ調整ネジ１６と
移動針ガイド１３との間にバックラッシュが存在しても、移動針ガイド１３は常に固定針
ガイド１４から引き離す方向に力を受けて位置ずれやガタツキの発生が抑制される。
【００３９】
　さらに、調整ネジスライドストッパ１８もバネ１９の伸長力によって、より安定して保
持させることが可能となる。
【００４０】
　また、回転抑制機構は、例えばシャフト２１を用いて構成することができる。シャフト
２１を用いる場合には、フレーム１１、移動針ガイド１３および固定針ガイド１４をそれ
ぞれ針太さ調整ネジ１６の長手方向と略平行な方向に貫通する位置にシャフト２１が設け
られる。このシャフト２１により、針太さ調整ネジ１６の長手方向（移動針ガイド１３の
移動方向）に垂直な平面内における平行移動および回転移動が抑制される。
【００４１】
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　そして、このように構成された穿刺アダプタ１０を用いて穿刺針１７が超音波プローブ
本体１５の所要の位置に固定される。
【００４２】
　図１７は、図１に示す穿刺アダプタ１０を介して超音波プローブ本体１５に穿刺針１７
を固定した超音波診断装置の概略構成図である。
【００４３】
　超音波診断装置３０は、装置本体３１、超音波プローブ本体１５、電気信号伝送ケーブ
ル３２とから構成される。装置本体３１は、電気信号伝送ケーブル３２を介して超音波プ
ローブ本体１５に電気信号を与え、超音波プローブ本体１５と図示しない被検体との間で
超音波信号を送受信させることにより、電気信号としてのエコー信号を収集するように構
成される。超音波プローブ本体１５において受信されたエコー信号は、電気信号伝送ケー
ブル３２を介して装置本体３１に導かれ、装置本体３１においてエコー信号から超音波画
像が作成される。
【００４４】
　そして、超音波プローブ本体１５に穿刺アダプタ１０が固定され、穿刺アダプタ１０に
穿刺針１７が保持される。このとき、穿刺針１７は、超音波の送受領域３３に向けて所定
の位置に配置される。そして、超音波診断装置３０によって、被検体との間での超音波信
号の送受信から得られる超音波画像下において、穿刺針１７を用いて被検体の生体組織収
集や治療を行うことができる。すなわち、被検体内の腫瘍等の穿刺目標にむけて穿刺針１
７を進行させ、組織採取や組織焼灼等の治療を行うことができる。
【００４５】
　以上のような穿刺アダプタ１０によれば、移動針ガイド１３をスライド式に平行移動さ
せて穿刺針１７を着脱する構造であるため、穿刺針１７の保持位置と超音波プローブ本体
１５との距離に依らず、穿刺針１７を穿刺アダプタ１０からリリースするために必要とな
る移動針ガイド１３の移動量が一定となる。また、穿刺針１７の保持位置と超音波プロー
ブ本体１５との距離が十分に近い場合を除けば、移動針ガイド１３の移動量を、移動針ガ
イド１３を回転移動させる場合に比べて小さくすることができる。この結果、穿刺アダプ
タ１０の駆動範囲を含めた外形を一定の大きさ制限することが可能となる。
【００４６】
　さらに、従来は、穿刺針８の針太さ調整とリリースとをそれぞれ別の機構（ネジ調整機
構および回転機構）によって行っていたのに対し、穿刺アダプタ１０によれば、穿刺針１
７の針太さ調整および穿刺アダプタ１０からの穿刺針１７のリリースの双方を針太さ調整
ネジ１６の回転操作に伴う移動針ガイド１３のスライドのみによって行うことが可能とな
る。このため、穿刺アダプタ１０の構造の簡素化が可能となり、穿刺アダプタ１０の外形
の小形化に繋げることができる。
【００４７】
　図１８は本発明に係る穿刺アダプタの第２の実施形態を示す断面構成図、図１９は図１
８に示す穿刺アダプタ１０ＡをＥ方向から見た図である。
【００４８】
　図１８、図１９に示された、穿刺アダプタ１０Ａでは、針太さ調整ネジ１６のネジ側を
リバースバネ４０を介して固定針ガイド１４により保持した構成が図１に示す穿刺アダプ
タ１０と相違する。他の構成および作用については図１に示す穿刺アダプタ１０と実質的
に異ならないため同一の構成については同符号を付して説明を省略する。
【００４９】
　すなわち穿刺アダプタ１０Ａでは、移動針ガイド１３を貫通して突出した針太さ調整ネ
ジ１６のネジ側にリバースバネケーシング４１が固定される。リバースバネケーシング４
１は、一端が開口の筒状であり、開口側が固定針ガイド１４側に閉口側が針太さ調整ネジ
１６のネジ側に向けられる。
【００５０】
　一方、リバースバネケーシング４１に対応する固定針ガイド１４の部位には、リバース
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バネケーシング４１の外周面と滑合する両端が開口の筒状の滑合部材４２が設けられる。
すなわち、滑合部材４２の一端側からリバースバネケーシング４１が挿入される。また、
滑合部材４２の他端側は、リバースバネ受け４３で閉じられる。
【００５１】
　そして、リバースバネ受け４３、滑合部材４２およびリバースバネケーシング４１で形
成されるスペースにリバースバネ４０がその伸縮方向を針太さ調整ネジ１６の長手方向に
向けて設けられる。従って、リバースバネ４０の一端は固定針ガイド１４に、他端は実質
的に針太さ調整ネジ１６のネジ側に接触せしめられる。
【００５２】
　このため、針太さ調整ネジ１６を操作しない状態では、すなわち穿刺針１７を穿刺アダ
プタ１０Ａから離脱するために針太さ調整ネジ１６を押している時以外は、リバースバネ
４０のバネ伸長作用によって針太さ調整ネジ１６は常に頭１６ａ側に力を受けることとな
る。このため、針太さ調整ネジ１６は頭１６ａ側に移動し、針太さ調整ネジ１６の頭１６
ａはスライド範囲の一端である針太さ調整ネジ突出位置４４に配置される。
【００５３】
　つまり、穿刺アダプタ１０Ａには、針太さ調整ネジ１６の頭１６ａのフレーム１１から
の突出位置を針太さ調整ネジ突出位置４４に移動させ、移動針ガイド１３の位置を調整す
る移動針ガイド位置調整機構が設けられる。移動針ガイド位置調整機構は、リバースバネ
４０のようなバネ機構以外の機構により構成してもよい。
【００５４】
　これにより、穿刺アダプタ１０Ａでは、リバースバネ４０の伸長作用により針太さ調整
ネジ１６とともに移動針ガイド１３を穿刺針１７の保持に適切な位置に容易に平行移動さ
せることができる。また、調整ネジスライドストッパ１８を容易にフレーム１１と固定針
ガイド１４との間に挟むことができる。
【００５５】
　図２０は本発明に係る穿刺アダプタの第３の実施形態を示す断面構成図、図２１は図２
０に示す穿刺アダプタ１０ＢをＦ方向から見た図、図２２は図２０に示す穿刺アダプタ１
０Ｂの右側面図である。
【００５６】
　図２０、図２１、図２２に示された、穿刺アダプタ１０Ｂでは、バネ１９やバネケース
２０等の構成要素で構成されるバックラッシュ抑制機構、針太さ調整ネジ１６および調整
ネジスライドストッパ１８を設ける代わりに、棒状の針リリースボタン５０と移動針ガイ
ド固定ネジ５１とを設けた構成並びに針リリースボタン５０を移動針ガイド１３と一体化
した点が図１８、図１９に示す穿刺アダプタ１０Ａと相違する。他の構成および作用につ
いては図１８、図１９に示す穿刺アダプタ１０Ａと実質的に異ならないため同一の構成に
ついては同符号を付して説明を省略する。
【００５７】
　穿刺アダプタ１０Ｂには、針リリースボタン５０および移動針ガイド固定ネジ５１が設
けられる。針リリースボタン５０は、フレーム１１の外側に頭５０ａを有し、フレーム１
１、固定針ガイド１４および移動針ガイド１３を貫通して設けられる。針リリースボタン
５０は、フレーム１１、固定針ガイド１４の穴内部を移動することができるが、移動針ガ
イド１３とは固定されている。
【００５８】
　また、針リリースボタン５０は固定針ガイド１４の移動針ガイド１３側において段差を
有し、移動針ガイド１３の穴よりも外周が大きいワッシャ５２が固定針ガイド１４と移動
針ガイド１３との間の針リリースボタン５０の段差部分に設けられる。さらに、針リリー
スボタン５０の頭５０ａと逆側の先端には、穿刺アダプタ１０Ａと同様にリバースバネ受
け４３、滑合部材４２、リバースバネケーシング４１およびリバースバネ４０が設けられ
る。
【００５９】
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　従って、針リリースボタン５０の頭５０ａを押すと、針リリースボタン５０とともに移
動針ガイド１３が穿刺針１７をリリースする方向に平行移動する。逆に、針リリースボタ
ン５０の押さえを解除すると、リバースバネ４０の伸長力によって針リリースボタン５０
とともに移動針ガイド１３が穿刺針１７を挟持する方向に平行移動する。ここで、リバー
スバネ４０の伸長力は、穿刺針１７が移動針ガイド１３と固定針ガイド１４との間に適度
な保持力によって挟持されるように選定される。
【００６０】
　このため、針リリースボタン５０を押して移動針ガイド１３を固定針ガイド１４から引
き離し、移動針ガイド１３と固定針ガイド１４の間における所定の位置に穿刺針１７を配
置した後、針リリースボタン５０の押さえを解除すると、リバースバネ４０の伸長作用に
よって移動針ガイド１３と固定針ガイド１４に穿刺針１７が挟まれることとなる。
【００６１】
　一方、移動針ガイド固定ネジ５１のネジ側は、針リリースボタン５０の任意の部位に接
触させることにより、針リリースボタン５０を固定することができる。
【００６２】
　図２３は図２０に示す穿刺アダプタ１０Ｂにおける移動針ガイド固定ネジ５１による針
太さ調整ネジ１６の固定方法を説明するための図である。
【００６３】
　図２３は、針太さ調整ネジ１６の長さ方向を視線方向として移動針ガイド固定ネジ５１
の長手方向が水平面方向となるように示した図である。図２３に示すように、移動針ガイ
ド固定ネジ５１を回転させると、針リリースボタン５０の固定または固定の解除を行うこ
とができる。
【００６４】
　従って、穿刺アダプタ１０Ｂでは、リバースバネ４０の伸長作用によって移動針ガイド
１３と固定針ガイド１４とにより穿刺針１７が適度な保持力で挟持された状態で移動針ガ
イド固定ネジ５１により針リリースボタン５０とともに移動針ガイド１３の位置を固定す
ることができる。
【００６５】
　すなわち、穿刺アダプタ１０Ｂでは、針リリースボタン５０と移動針ガイド固定ネジ５
１とによって針リリース機構が形成される一方、バネ機構の一例であるリバースバネ４０
によって針太さ調整機構が形成される。
【００６６】
　このため、穿刺アダプタ１０Ｂによれば、図１８、図１９に示す穿刺アダプタ１０Ａの
ように針太さ調整ネジ１６の手動による調整を行うことなく、リバースバネ４０の伸長作
用によって移動針ガイド１３と固定針ガイド１４との間隔を自動調整することができる。
【００６７】
　尚、穿刺アダプタ１０Ｂにおける針リリースボタン５０のように押すことにより移動針
ガイド１３に力を加えるのみならず、針リリースボタン５０を引っ張ることにより移動針
ガイド１３にスライド方向への力を加えるように構成してもよい。
【００６８】
　図２４は本発明に係る穿刺アダプタの第４の実施形態を示す断面構成図、図２５は図２
４に示す穿刺アダプタ１０ＣをＧ方向から見た図である。
【００６９】
　図２４、図２５に示された、穿刺アダプタ１０Ｃでは、針太さ調整ネジ１６の先端側（
ネジ側）にリバースバネ４０の代わりに同一磁極が互いに向き合う一対の永久磁石６０Ａ
、６０Ｂを設けた構成が図１８、図１９に示す穿刺アダプタ１０Ａと相違する。他の構成
および作用については図１８、図１９に示す穿刺アダプタ１０Ａと実質的に異ならないた
め同一の構成については同符号を付して説明を省略する。
【００７０】
　穿刺アダプタ１０Ｃでは、針太さ調整ネジ１６の先端側に一方の永久磁石６０Ｂが設け
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られ、針太さ調整ネジ１６の先端側に対向する固定針ガイド１４に他方の永久磁石６０Ａ
が設けられる。固定針ガイド１４には、例えば一端が開口の筒状の永久磁石ケーシング６
１が開口部分を針太さ調整ネジ１６に向けて設けられる。そして、永久磁石ケーシング６
１内の閉口側内面に永久磁石６０Ａが設けられる。
【００７１】
　ここで、針太さ調整ネジ１６に設けられた永久磁石６０Ｂと、固定針ガイド１４に設け
られた永久磁石６０Ａとは、互いに同一磁極を向けて対向配置されているため、各永久磁
石６０Ａ、６０Ｂ間において反発する磁力によって常に針太さ調整ネジ１６は頭１６ａ側
に力を受けることとなる。
【００７２】
　従って、図１８、図１９に示す穿刺アダプタ１０Ａと同様に、調整ネジスライドストッ
パ１８のストッパ機能が解除され、かつ針太さ調整ネジ１６が押されていない状態では、
各永久磁石６０Ａ、６０Ｂ間における磁力により針太さ調整ネジ１６は常に頭１６ａ側に
力を受けることとなる。このため、針太さ調整ネジ１６は頭１６ａ側に移動し、針太さ調
整ネジ１６の頭１６ａはスライド範囲の一端である針太さ調整ネジ突出位置４４に配置さ
れる。
【００７３】
　つまり、穿刺アダプタ１０Ｃには、針太さ調整ネジ１６の頭１６ａのフレーム１１から
の突出位置を針太さ調整ネジ突出位置４４に移動させ、移動針ガイド１３の位置を調整す
る移動針ガイド位置調整機構が設けられる。そして、穿刺アダプタ１０Ｃは、図１８、図
１９に示す穿刺アダプタ１０Ａにおける移動針ガイド位置調整機構をリバースバネ４０の
ようなバネ機構で構成する代わりに一対の永久磁石６０Ａ、６０Ｂで構成したものである
。
【００７４】
　これにより、穿刺アダプタ１０Ｃでは、図１８、図１９に示す穿刺アダプタ１０Ａと同
等の効果に加え、永久磁石６０Ａ、６０Ｂを対向配置するのみで移動針ガイド位置調整機
構を構成できるため、バネ機構を用いた場合に必要な袋構造が不要となり移動針ガイド位
置調整機構の構造の簡略化に繋げることが期待できる。また、リバースバネ４０のような
バネ機構を用いた場合に危惧されるバネのへたりや消耗等のバネに関する諸問題を回避さ
せることができる。さらに、永久磁石６０Ａを永久磁石ケーシング６１により密閉すれば
、液体や菌類等の侵入を回避させて衛生上有利となる。
【００７５】
　図２６は本発明に係る穿刺アダプタの第５の実施形態を示す断面構成図、図２７は図２
６に示す穿刺アダプタ１０ＤをＨ方向から見た図、図２８は図２６に示す穿刺アダプタ１
０Ｄの右側面図である。
【００７６】
　図２６、図２７、図２８に示された、穿刺アダプタ１０Ｄでは、針太さ調整ナット７０
を設けた構成および各構成要素の構造が図１に示す穿刺アダプタ１０と相違する。他の構
成および作用については図１に示す穿刺アダプタ１０と実質的に異ならないため同一の構
成については同符号を付して説明を省略する。
【００７７】
　穿刺アダプタ１０Ｄでは、針太さ調整ネジ１６を挿入するための穴を直線上に２個所に
設けた固定針ガイド１４におけるコ字状の板状部分の内部に移動針ガイド１３が設けられ
る。このとき、穿刺針１７を挟持するための移動針ガイド１３の厚板状の部分と固定針ガ
イド１４の厚板状の部分は図１に示す穿刺アダプタ１０と同様に凹凸を噛み合わせること
ができる位置に対向配置される。また、移動針ガイド１３にも針太さ調整ネジ１６を挿入
するための穴を直線上に２個所に有するコ字状の板状部分が設けられる。
【００７８】
　そして、移動針ガイド１３のコ字状の板状部分の内側に調整ネジスライドストッパ１８
が設けられる。調整ネジスライドストッパ１８はリング状部にレバーを設けて構成される
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。
【００７９】
　また、固定針ガイド１４のコ字状内側には、雌ネジを内面に有する筒状の針太さ調整ナ
ット７０が設けられる。さらに、針太さ調整ネジ１６の対応部分に形成された雄ネジと針
太さ調整ナット７０の雌ネジとが締結される。また、針太さ調整ナット７０のフレーム１
１側端部には板状の部分が設けられる。
【００８０】
　そして、針太さ調整ネジ１６は、フレーム１１の外表面側に頭１６ａを向けて、フレー
ム１１の穴、固定針ガイド１４の一方の穴、移動針ガイド１３の一方の穴、調整ネジスラ
イドストッパ１８、固定針ガイド１４の他方の穴、移動針ガイド１３の他方の穴という順
序で貫通して設けられる。同様に、必要に応じてシャフト２１がフレーム１１の穴、固定
針ガイド１４の一方の穴、移動針ガイド１３の一方の穴、固定針ガイド１４の他方の穴、
移動針ガイド１３の他方の穴という順序で貫通して設けられる。
【００８１】
　一方、針太さ調整ナット７０は移動針ガイド１３の双方の穴および調整ネジスライドス
トッパ１８のリング状部の穴を貫通して配置される。ただし、針太さ調整ナット７０のフ
レーム１１側端部の板状の部分が移動針ガイド１３のフレーム１１側に配置される。この
ため、針太さ調整ナット７０の板状の部分が移動針ガイド１３のフレーム１１側の面と接
触し、針太さ調整ナット７０が針太さ調整ネジ１６の先端側にスライドできないように構
成される。
【００８２】
　さらに、針太さ調整ナット７０の外表面には、針太さ調整ナット７０の長手方向に伸び
るキー状の突出部が設けられる。また、針太さ調整ナット７０のキー状突出部に噛み合う
ように移動針ガイド１３の穴内面にはキー溝が設けられる。一方、調整ネジスライドスト
ッパ１８のリング状部における穴内面には針太さ調整ナット７０のキー状突出部と接触す
るように段付のキー溝が設けられる。
【００８３】
　ただし、調整ネジスライドストッパ１８の段差面は針太さ調整ネジ１６の先端側に向け
られる。そして、針太さ調整ナット７０のキー状突出部を調整ネジスライドストッパ１８
のキー溝の段差面に接触させることができる。そうすると、調整ネジスライドストッパ１
８は、針太さ調整ナット７０のキー状突出部と移動針ガイド１３のフレーム１１側の板状
部分とにより挟まれる。また、移動針ガイド１３のフレーム１１側の板状部分は、調整ネ
ジスライドストッパ１８と針太さ調整ナット７０のフレーム１１側端部の板状の部分とに
より挟まれる。この結果、調整ネジスライドストッパ１８、移動針ガイド１３および針太
さ調整ナット７０は一体化する。
【００８４】
　また、針太さ調整ネジ１６には円板状の凸部分が同軸状に設けられる。そして、針太さ
調整ネジ１６の円板状の凸部分がフレーム１１と固定針ガイド１４とによって挟まれ、針
太さ調整ネジ１６が軸方向に移動しないように固定される。
【００８５】
　従って、針太さ調整ネジ１６を回転させて針太さ調整ナット７０を針太さ調整ネジ１６
の頭１６ａ側に移動させると、調整ネジスライドストッパ１８とともに移動針ガイド１３
がフレーム１１側の固定針ガイド１４内面に押し付けられることとなる。逆に、針太さ調
整ネジ１６を回転させて針太さ調整ナット７０を針太さ調整ネジ１６の先端側に移動させ
ると、調整ネジスライドストッパ１８とともに移動針ガイド１３がフレーム１１側の固定
針ガイド１４内面から引き離されることとなる。このようにして、針太さ調整ネジ１６の
回転により移動針ガイド１３と固定針ガイド１４との間における距離を調整し、移動針ガ
イド１３と固定針ガイド１４とにより穿刺針１７を適度な保持力で挟持することができる
。
【００８６】
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　図２９は、図２６に示す穿刺アダプタ１０Ｄにおける針太さ調整ナット７０の一例を示
す斜視図、図３０は、図２９に示す針太さ調整ナット７０の縦断面図、図３１は図３０に
示す針太さ調整ナット７０の左側面図である。
【００８７】
　図２９、図３０、図３１に示すように針太さ調整ナット７０は筒状に形成され内部に雌
ネジが設けられる。針太さ調整ナット７０の一端には板状の部分（板状部７０ａ）が設け
られ、板状部７０ａにはシャフト２１用の貫通孔７０ｂが設けられる。また、針太さ調整
ナット７０の外表面には長手方向に伸びるキー状のキー状突出部７０ｃが設けられる。
【００８８】
　図３２は、図２６に示す穿刺アダプタ１０Ｄにおける移動針ガイド１３の正面図、図３
３は図３２に示す移動針ガイド１３のＩ－Ｉ断面図である。
【００８９】
　図３２、図３３に示すように移動針ガイド１３は、穿刺針１７を挟持するための厚板状
の部分（厚板状部１３ａ）と、針太さ調整ネジ１６を挿入するための貫通穴１３ｂを直線
上に２個所に設けたコ字状断面の板状部１３ｃとを有する。コ字状断面の板状部１３ｃに
は、シャフト２１を挿入するための貫通孔１３ｅも直線上に２個所設けられる。
【００９０】
　また、針太さ調整ネジ１６を挿入するための貫通穴１３ｂの内面には、針太さ調整ナッ
ト７０のキー状突出部７０ｃに噛み合うキー溝１３ｆが設けられる。
【００９１】
　図３４は、図２６に示す穿刺アダプタ１０Ｄにおける調整ネジスライドストッパ１８の
斜視図、図３５は図３４に示す調整ネジスライドストッパ１８の正面図、図３６は図３５
に示す調整ネジスライドストッパ１８のＪ－Ｊ断面図である。
【００９２】
　図３４、図３５、図３６に示すように、調整ネジスライドストッパ１８はリング状部１
８ｄとレバー１８ｃとを有する。リング状部１８ｄには、針太さ調整ネジ１６を挿入する
ための穴１８ｅが設けられ、穴１８ｅの内面には針太さ調整ナット７０のキー状突出部７
０ｃに接触させることが可能な段付のキー溝１８ｆが設けられる。ただし、段差１８ｇは
キー溝１８ｆ内の一部にのみ設けられ、残りの部分のキー溝１８ｆには段差１８ｇが設け
られない。
【００９３】
　従って、針太さ調整ナット７０のキー状突出部７０ｃに調整ネジスライドストッパ１８
のキー溝１８ｆ内の段差１８ｇによって形成される面を接触させれば、調整ネジスライド
ストッパ１８の針太さ調整ナット７０に対する長手方向への移動を抑制することができる
。すなわち、針太さ調整ナット７０、調整ネジスライドストッパ１８および移動針ガイド
１３を一体化させることができる。
【００９４】
　一方、調整ネジスライドストッパ１８のレバー１８ｃを押して針太さ調整ネジ１６の軸
を中心に回転移動させて調整ネジスライドストッパ１８をスライドさせることができる。
そうすると、針太さ調整ナット７０のキー状突出部７０ｃは、調整ネジスライドストッパ
１８のキー溝１８ｆ内の段差１８ｇのない部分に配置される。従って、調整ネジスライド
ストッパ１８の針太さ調整ナット７０に対する長手方向への移動が可能となる。これによ
り、調整ネジスライドストッパ１８とともに移動針ガイド１３を固定針ガイド１４のフレ
ーム１１側の内面から自由に引き離すことができる。
【００９５】
　つまり、調整ネジスライドストッパ１８は、針太さ調整ナット７０に移動針ガイド１３
を着脱し、針太さ調整ネジ１６の回転動力の移動針ガイド１３への伝達を制御する機能を
有する。換言すれば、調整ネジスライドストッパ１８のストッパ機能を有効にすると、針
太さ調整ネジ１６を回転させることにより移動針ガイド１３を平行移動させて穿刺針１７
を挟持することが可能となる。逆に、調整ネジスライドストッパ１８のストッパ機能を解
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除すると、針太さ調整ネジ１６の回転とは無関係に移動針ガイド１３を自由にスライド移
動させて穿刺針１７を容易にリリースすることが可能となる。
【００９６】
　従って穿刺アダプタ１０Ｄによれば、図１に示す穿刺アダプタ１０と同等の効果に加え
、針太さ調整ネジ１６の頭１６ａをフレーム１１から突出させることなく移動針ガイド１
３を平行移動させて穿刺針１７をリリースできるため、穿刺アダプタ１０Ｄの駆動範囲を
含めたサイズをより低減することができる。
【００９７】
　尚、以上のような各実施形態における穿刺アダプタ１０、１０Ａ、１０Ｂ、１０Ｃ、１
０Ｄの構成要素や機能を組み合わせて構成してもよい。また、逆に、少なくとも移動針ガ
イド１３を平行移動させて穿刺針１７をリリースできる構造であれば、穿刺アダプタ１０
、１０Ａ、１０Ｂ、１０Ｃ、１０Ｄの構成要素や機能の一部を省略してもよい。
【００９８】
　また、２つの針ガイドを対向配置させて双方の針ガイドを平行移動させて穿刺針１７を
挟持またはリリースできるように穿刺アダプタ１０、１０Ａ、１０Ｂ、１０Ｃ、１０Ｄを
構成してもよい。
【図面の簡単な説明】
【００９９】
【図１】本発明に係る穿刺アダプタの第１の実施形態を示す断面構成図。
【図２】図１に示す穿刺アダプタをＡ方向から見た図。
【図３】図１に示す穿刺アダプタの右側面図。
【図４】図１に示す穿刺アダプタにおける移動針ガイドの一例を示す斜視図。
【図５】図４に示す移動針ガイドの正面図。
【図６】図５に示す移動針ガイドのＢ－Ｂ断面図。
【図７】図５に示す固定針ガイドの上面図。
【図８】図５に示す移動針ガイドをＣ方向から見た図。
【図９】図１に示す穿刺アダプタにおける固定針ガイドの斜視図。
【図１０】図９に示す固定針ガイドの正面図。
【図１１】図１０に示す固定針ガイドの上面図。
【図１２】図１０に示す固定針ガイドの左側面図。
【図１３】図１に示す穿刺アダプタにおける調整ネジスライドストッパの一例を示す斜視
図。
【図１４】図１３に示す調整ネジスライドストッパの正面図。
【図１５】図１４に示す調整ネジスライドストッパの左側面図。
【図１６】図１４に示す調整ネジスライドストッパの下面図。
【図１７】図１に示す穿刺アダプタを介して超音波プローブに穿刺針を固定した超音波診
断装置の概略構成図。
【図１８】本発明に係る穿刺アダプタの第２の実施形態を示す断面構成図。
【図１９】図１８に示す穿刺アダプタをＥ方向から見た図。
【図２０】本発明に係る穿刺アダプタの第３の実施形態を示す断面構成図。
【図２１】図２０に示す穿刺アダプタをＦ方向から見た図。
【図２２】図２０に示す穿刺アダプタの右側面図。
【図２３】図２０に示す穿刺アダプタにおける移動針ガイド固定ネジによる針太さ調整ネ
ジの固定方法を説明するための図。
【図２４】本発明に係る穿刺アダプタの第４の実施形態を示す断面構成図。
【図２５】図２４に示す穿刺アダプタをＧ方向から見た図。
【図２６】本発明に係る穿刺アダプタの第５の実施形態を示す断面構成図。
【図２７】図２６に示す穿刺アダプタをＨ方向から見た図。
【図２８】図２６に示す穿刺アダプタの右側面図。
【図２９】図２６に示す穿刺アダプタにおける針太さ調整ナットの一例を示す斜視図。
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【図３０】図２９に示す針太さ調整ナットの縦断面図。
【図３１】図３０に示す針太さ調整ナットの左側面図。
【図３２】図２６に示す穿刺アダプタにおける移動針ガイドの正面図。
【図３３】図３２に示す移動針ガイドのＩ－Ｉ断面図。
【図３４】図２６に示す穿刺アダプタにおける調整ネジスライドストッパの斜視図。
【図３５】図３４に示す調整ネジスライドストッパの正面図。
【図３６】図３５に示す調整ネジスライドストッパのＪ－Ｊ断面図。
【図３７】従来の穿刺アダプタを用いて穿刺針を超音波プローブに固定した状態を示す正
面図。
【図３８】図３７に示す従来の穿刺アダプタの側面図。
【図３９】図３７に示す従来の穿刺アダプタにおける針太さ調整機構を簡略化して示した
断面図。
【図４０】図３７に示す従来の穿刺アダプタにおける針リリース機構を簡略化して示した
断面図。
【符号の説明】
【０１００】
１　穿刺アダプタ
２　針リリースレバー
３　針太さ調整ネジ
４　移動針ガイド
５　固定針ガイド
６　プローブ固定バンド
７　超音波プローブ
８　穿刺針
９　針リリースレバー支点
１０、１０Ａ、１０Ｂ、１０Ｄ、１０Ｅ　穿刺アダプタ
１１　フレーム
１２　プローブ固定バンド
１３　移動針ガイド
１３ａ　厚板状部
１３ｂ　貫通穴
１３ｃ　板状部
１３ｄ　溝
１３ｅ　貫通孔
１３ｆ　キー溝
１４　固定針ガイド
１４ａ　厚板状部
１４ｂ　貫通穴
１４ｃ　板状部
１４ｄ　凸状部分
１５　超音波プローブ
１６　針太さ調整ネジ
１６ａ　頭
１７　穿刺針
１８　調整ネジスライドストッパ
１８ａ　板状部分
１８ｂ　厚板状部
１８ｃ　レバー
１８ｄ　リング状部
１８ｅ　穴
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１８ｆ　キー溝
１８ｇ　段差
１９　バネ
２０　バネケース
２１　シャフト
３０　超音波診断装置
３１　装置本体
３２　電気信号伝送ケーブル
３３　送受領域
４０　リバースバネ
４１　リバースバネケーシング
４２　滑合部材
４３　リバースバネ受け
４４　針太さ調整ネジ突出位置
５０　針リリースボタン
５０ａ　頭
５１　移動針ガイド固定ネジ
５２　ワッシャ
６０Ａ、６０Ｂ　永久磁石
６１　永久磁石ケーシング
７０　針太さ調整ナット
７０ａ　板状部
７０ｂ　貫通孔
７０ｃ　キー状突出部

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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